
 

2006 年 10 月 13 日 

株式会社リクルート 

 

89 年以降に国内で発売された車の全データをデータベース化 

誰もが自分にぴったりの車にめぐり合える世の中の実現を！ 

  

株式会社リクルート（本社：東京都中央区 代表取締役社長 兼 ＣＥＯ：柏木斉）は、 

10 月中旬、『カーセンサー』『カースマイル』『カーセンサーEDGE』の情報誌・フリーペーパー、

インターネットサービス『カーセンサーnet』『カースマイル net』『カーセンサーEDGEnet』に

掲載している車情報のデータベースを一新いたします。 

この度のリニューアルにより、本データベースはマイナーチェンジも含めて、1989 年以

降に日本国内で発売された車の 100％近くを集めた車データベースとなっていると同

時に、日本最大級の「海外メーカも含めた車データベース」（※2006 年 10 月現在）となります。 

今後も引き続き車データを収集し、より完全なデータベースとしていきたいと考えておりま

すが、同時に、本データベースが車業界や一般の皆様にも活用いただけるよう検討していく予

定です。 

リクルート自動車カンパニーは、「誰でもが自分の欲しいクルマがわかって、自分にぴった

りの一台の車にめぐり合える世の中を実現」すべく、弊社ならではの視点で、今後も各商品を

進化させていきたいと考えております。 

 

ナイトビジョン、衝突軽減装置、ESC（横滑り防止装置）、テレマティクスサービス 

駐車支援システム、インテリジェント AFS 他 

 

2） 最新の装備も調査項目として設定しデータ収集 

現在は、一部の車種にしか装備されていない機能でも、今後は標準となっておくと思われる最

新型電子デバイスを用いた安全装備、通信技術を使用したナビゲーション装備を調査項目とし

て選定しました。 追加した例としては以下の通りです。 

追加項目例） 

データ掲載総車種数：1158  

総フルモデルチェンジ（FMC）数：1654  

総グレード数：約 52000 グレード 

 

1989 年以降日本国内で発売された車の 100％近くを網羅した、１つの車あたり約 200 項目に渡

る詳細のデータを収集＆掲載。 

 
1） 日本最大級（※2006 年 10 月 13 日現在）のデータベースと圧倒的な情報量 

 の車データベースの特長 

 

 https://www.recruit.jp/support/inquiry_press.html

 

【本件に関するお問い合わせ先】  

 
株式会社リクルート                               〒104-8001 東京都中央区銀座 8-4-17 リクルート GINZA8 ビル 
RECRUIT CO., LTD.                                         www.recruit.co.jp 

https://www.recruit.jp/support/inquiry_press.html


◆『車データベース』誕生の背景 
 現在の車選びは 

 

       

 
 
               ×           ＝ 車が決定 
 
 
という時代になりました。 

  
ボディ形状 

使われ方 

（使い方） 

選び方、使われ方も多様化し、「趣味で楽しむ」「家族ができた」等々、一人の人生の中でも、

ライフスタイルの変化により必要とされる車が変わる時代となりました。 

新車も中古車も迷ってしまうほど選択肢があるこの時代に、最新の項目で世の中に出回って

いる車の全情報が収集された車データベースを完成させ、「誰でもが自分の欲しいクルマがわ

かって、自分にぴったりの一台の車にめぐり合える世の中を実現したい」考え、データベース

作成に至りました。 

 

◆『車データベース』誕生による弊社商品のリニューアル内容 

1）  におけるカタログページの大幅変更 

今までは「車種探すこと」がメインの検索フローとなっておりましたが、リニューアルにより、カタロ

グがグレード単位にまとめられ、各グレードの詳細ページからそのグレードの中古車を直接探せる

ようになりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜カタログＴＯＰ画面＞ ＜カタログモデル一覧＞ ＜グレード選択画面＞ ＜カタログモデル解説画面＞

 

フルモデルチェンジ単位で表示

＜カタログＴＯＰ画面＞ ＜カタログモデル一覧＞ ＜グレード選択画面＞ ＜カタログモデル解説画面＞

現状 

中古車検索

ページへ 

該当 
グレードの ＮEＷ 

マイナーチェンジのみならず 
一部改良まで紹介したモデル

変遷 

大幅に増加したグレード

ごとの装備項目 

ミニバンはシートアレン

ジ写真も掲載 



中古車を探す方の多くは車種名から検索されておりますが、中古車の価格の構成要素の大きな３

つ「走行距離の違い」「修復歴」「グレードの違い」のうち、最後の 1 点が分かりにくい状況でした。こ

れを網羅することで、中古車選びの選択肢を広げることができたのではないかと思っております。 

 

2）全ての媒体で、掲載される装備項目が大幅に追加！ 

『カーセンサー』『カースマイル』『カーセンサーEDGE』の各情報誌･フリーペーパー及び 

インターネットサービス『カーセンサーnet』『カースマイルnet』『カーセンサーEDGEnet』に

おいて、新規データベースに基づき、表示する装備項目を大幅に追加しました。  

 

3）  本誌における装備マークの再定義 

カーセンサーが定義し、すでに中古車業界では常識となっている「フル装備」という表現。この「フ

ル装備」とは、パワーステアリング、パワーウィンドウ、エアコン、CD or カセットデッキの 4 点セット

のことですが、この度、表現を時代の趨勢にあわせ再定義いたしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ フル装備 

 パワステ 

 パワーウィンドウ 

 エアコン 

 CD or カセットデッキ 

の 4 点セット 

2006 年 9 月までのカーセンサ本誌項目説明画面

再定義 

○ 基本装備パック 

運転席エアバック 

ABS、エアコン、パワス

テ、パワーウィンドウ 

キーレスエントリー 

○ 安全装備パック 

ESC（横滑り防止装置） 

運転席＆助手席＆サイ

ドのエアバック 

2006 年 10 月以降のカーセンサ本誌項目説明画面

※カーセンサーnetでは、「基本装備パック」、「安全装備パック」という表記ではなく、それぞれのパック装備項

目の詳細のみが表記されます。例えば本誌上の「基本装備パック」は、ネット上では「運転席エアバック」

「ABS」「キーレスエントリー」と表記されます。 

 

       



【参考資料】 

 

◆ （カーセンサー）について 

中古車情報を、統一したフォーマットに揃えて閲覧性を高くし、検索性に優れたインデックスを備えた

初情報誌として 1984 年 10 月創刊。 

  1997 年 5 月：中古車情報誌初の「全車走行距離表示」開始 

  2000 年 2 月：中古車情報誌初の「全車修復歴表示」開始 

  2004 年 4 月：中古車情報誌初の「全車車台番号表示」開始 

と「安心できる中古車選び」のために進化を続けてきた。 

 現在は、全国 8 地域（関東版、群馬版、栃木版、茨城版、関西版、東海版、北海道版、九州版）、計 16.5 万部発

行。 

 

◆ （カーセンサーnet）について（http://www.carsensor.net/） 

1996 年 4 月サービス開始。中古車情報誌『CarSensor』の情報を、より早く詳しく閲覧できるようにと開設

されたインターネットサイト。（携帯サイトも開設中） 

 中古車物件約 18.万車以上を常にオンラインで検索、問合せできる。 

 

◆ （カースマイル）について 

2005 年７月 7 日に首都圏で創刊した新車と中古車の情報を掲載した無料のクルマ情報誌『Car Smile（カースマ

イル）』。第 1、第 3 木曜日発行。首都圏の 12 エリアで発行しており、現在の発行部数は 12 エリア合計で 48 万部。 

  

◆ （カースマイルnet）について（http://www.carsmile.net/） 

2005 年 10 月サービス開始。2005 年７月 7 日に首都圏で創刊した新車と中古車の情報を掲載した無料のクルマ

情報誌『Car Smile（カースマイル）』のインターネットサイト。 

 

◆ （カーセンサーエッジ）について 

2005 年創刊。中古車情報の中でも、特にプレミアムな車ばかりをあつめた「大人のためのプレミアムカーライフ

実現マガジン」。現在の発行部数は 8.5 万部。 

 

◆ （カーセンサーエッジｎｅｔ）について 

2005 年創刊したプレミアムな中古車を集めた情報誌『カーセンサーＥＤＧＥ』のインターネットサイト。 

 

                              以上 

 

       


